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Abstract
This paper attempts to observe the role that roadside stations play in modern society and related 
future issues with a focus on “roadside station museums.”　“Roadside stations” are drawing particu-
lar attention as disaster protection centers, and the roles and functions required of “roadside 
stations” are gradually changing.　This paper discusses the mission of evolving roadside stations 
and the role that “roadside station museums” should play as regional hubs for interaction using 
“roadside station museums” in Nagasaki and Iwate Prefectures as examples.　This proposal for 
“roadside station museums” is expected to provide a new way for visitors to use roadside stations 
when they visit.　In addition, this paper is expected to be of assistance in making fundamental im-
provements to “roadside station museums” and increasing the number of curators hired.
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お わ り に
本稿は前述の如く「道の駅博物館の研究」で
提唱した道の駅博物館の問題と課題を再度見直
し、道の駅博物館の資質の向上を図ることを目
的として再考を試みた。道の駅本来の目的が大
きく変化し、改善と改革が図られている状況の
中で、道の駅博物館も地域創生の場としてのあ
り方を見直すことが必要である。特に専門職員
の配置は道の駅博物館の資質向上には必須であ
り、改善されなければならない問題である。
道の駅は発足以来、地域に根差して進化を遂
げてきた。地域活性化や経済効果は言うまでも
なく、東日本大震災以降は防災拠点としての役
割を果たしている。本来、道の駅は避難所の指
定は受けていなかったが、多くの道の駅は柔軟
な対応と重要な役割を果たしてきたのである。
また、阪神淡路大震災の時は博物館も避難所
として活用され、想定外の多くの課題を残した
ことで、その後の防災対策に繋がっていった。
博物館を避難所として開放するには資料保存や
防犯上の問題があるが、いずれの場合も人命よ
り優先されることはなく、職員や来館者の避難
が最優先であることは言うまでもない。
注
１） 落合知子（２００８）「道の駅博物館の研究」『全国
大学博物館学講座協議会紀要』第１０号、全国大学
博物館学講座協議会
２） 国土交通省　http://www.mlit.go.jp/road/
　Michi-no-Eki/next_stage.html（２０１５年１０月２日
閲覧）
３） 国土交通省（２０１４）「進化する「道の駅」の機
能強化を図る国の取組～先駆的なモデル箇所選定
と関係機関による総合的な支援～」道路行政セミ
ナー
４） 注１）と同じ
５） 注１）と同じ
６） 国土交通省（２０１４）「進化する「道の駅」の機
能強化を図る国の取組～先駆的なモデル箇所選定
と関係機関による総合的な支援～」道路行政セミ
ナー
 重点「道の駅」全３５箇所表から作成
７） 重点道の駅「高田松原」岩手県陸前高田市 HP
８） 注７）と同じ
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